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第２章  合成高分子化合物 
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はじめに   

 

  縮合重合 

  付加重合 ＣＨ２＝ＣＨ２

 

  付加縮合 

 

高分子化合物の特徴 

平均分子量  

               

      溶液の浸透圧  光散乱 

 軟化点 
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➊ 合成繊維 
  縮合重合  

付加重合  

縮合重合でつくるもの 

 アミド結合

   

 

 エステル結合  

 

付加重合でつくるもの 

  

     ビニル基              

 

           二重結合 が 

             開く 
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縮合重合  アミド結合 

  ポリアミド合成繊維   代表例：ナイロン６６ 

－ＣＯＯＨ －ＮＨ２ アミド結合  

                      

     ＋                 ＋ Ｈ２Ｏ      

     Ｈ２Ｏ 

ナイロン６６ －ＣＯＯＨ ２つ  アジピン酸  

       －ＮＨ２ ２つ  ヘキサメチレンジアミン 

       

 

ｎ         ＋ ｎ 

 

          

    ＋２ｎＨ２Ｏ 

Ｃ ６コ  
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ナイロン６６と似てるけどちがうもの 

ナイロン６    

開環重合  

    

縮合重合 〇 〇 ＋ △ △ ＋ 〇 〇 ＋   〇 〇△ △〇 〇△ 

                         

               

開環重合       ＋         △ 〇△ 〇△ 〇 

          

      

                          

              

    

※環状構造    Ｃの数は６コ（よく数えてみ！） 

ナイロン６６・ナイロン６の共通して持つ特徴 
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縮合重合 で エステル結合 をつくる合成繊維 

 ＝ ポリエステル系合成繊維 

        代表例：ポリエチレンテレフタラート 

             （ＰＥＴ）ペットボトルの原料 

カルボン酸とアルコールの脱水縮合がエステル結合でしたね！ 

  －ＣＯＯＨ    －ＯＨ 

       

＋  ＨＯ－              ＋ Ｈ２Ｏ 

Ｈ２Ｏ 

－ＣＯＯＨを２つ持つ        －ＯＨを２つ持つ    

              ＋ ＨＯ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ 

 

     

 

                         ＋ ２ｎＨ２Ｏ 
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付加重合 

                    

 

 

アクリル繊維             

                          

             

例１ アクリロニトリル ポリアクリロニトリル 

                                      

     ｎ                           

 

例２ アクリロニトリルと塩化ビニルを交互につなげていく。 

 

  ｎ        ＋          

                        

                  

                        

                  

   カーボンファイバー（炭素繊維） 
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よく出る 

ビニロン  

 酢酸ビニル    ポリ酢酸ビニル 

  ポリビニルアルコール   アセタール化

ＮａＯＨでけん化                     

 

 

             
       

ＮａＯＨ 

  けん化 

            

                   

  

  

 ホルムアルデヒド（ＨＣＨＯ）  アセタール化 

                      

                          ＨＣＨＯ 
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アセタール化

                アセタール化

アセタール化くわしく 

   

                   

                   ＋ 

                      

                              

    ヘミアセタール構造 

                            アセタール化   

 

 

      Ｈ２Ｏ 

       

間をはしょって、わかりやすく図にすると、 

    

 

 

                   Ｈ２Ｏ 

                 

         ・２つ ＯＨ      Ｏ

                   Ｈ         ＣＨ２
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                   ＋ 
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➋ プラスチック 

 熱可塑性樹脂       付加重合   

 

                 縮合重合 

                              

         ・ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ） 

         ・ナイロン６６     など 

 

 熱硬化性樹脂       付加縮合  

       

 

        縮合重合      
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 熱可塑性樹脂  ・・・・ 付加重合 でつくる。 

  ビニル化合物          が、次々とつながる。 

（ビニル基  ＣＨ２＝ＣＨ－をもつもの） 

 

  ｎ        付加重合 

 

※Ｘの違いで、いろいろなものができる。 

Ｘ＝Ｈ      ポリエチレン        

Ｘ＝       ポリスチレン  

         

          

Ｘ＝Ｃｌ     ポリ塩化ビニル    

           

Ｘ＝ＯＣＯＣＨ３ ポリ酢酸ビニル    

Ｘ＝ＣＨ３   ポリプロピレン    
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変形 よく出る 
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 高密度ポリエチレン     低密度ポリエチレン 
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２ 熱硬化性樹脂 

フェノール樹脂（ベークライト）   

フェノール  ホルムアルデヒド（ＨＣＨＯ）  付加縮合 

              

◎ 酸 触媒

 

付加反応        ＋           

           

              Ｈ

縮合反応        ＋               ＋Ｈ２Ｏ 

 

－ＯＨ    Ｈ２Ｏ      ノボラック             

Ｈ  

脱水縮合  

◎ 塩基 触媒  

       加熱 ＋ 硬化剤  
                     

 

        硬化剤なし！ 

   

                

レゾール                   

硬化剤なしで、加熱だけで架橋する。 
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 よく出る  

酸 触媒             

                    硬化剤  

          ノボラック 

 

塩基 触媒           

                  硬化剤なし

                  

            レゾール    

                            

ノボラック  

Ｓｕｎ  昇  降下  

 

           

 

                  

                ベークライト  

                 ライト
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他の付加縮合でつくる熱硬化性樹脂 

アミノ樹脂  －ＮＨ２  ＨＣＨＯ   付加縮合 

        

◎ 尿素樹脂   ＣＨ２ Ｎ  

              ＣＨ２ Ｏ

 

 

             

 

               

 

                      

 

  

◎ メラミン樹脂 

          ＋ ＨＣＨＯ           
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アルキド樹脂      

多価アルコール  多価カルボン酸  縮合重合 

  －ＯＨ －ＣＯＯＨ     

                                                 

◎ グリプタル酸 

     

 

 

 

 

        ＋ 

 

 

 

    

       

      

    

 

ポリエステル  

エチレングリコール＋テレフタル酸  

ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）  

熱可塑性樹脂  

架橋構造  

熱硬化性樹脂

 

 

脂肪酸 グリセリン量

硬さ

     塗料  
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特殊な機能を持った樹脂 

イオン交換樹脂     置換基

きたない水でもキレイに！ 

◎ 陽イオン交換樹脂 

       Ｈ  スルホ基（－ＳＯ３Ｈ）  

                     

陽イオンを交換できる。 

          

          ＋ Ｎａ＋ Ｃｌ－             ＋Ｈ＋ Ｃｌ－ 

          

例： ポリスチレンの一部を －ＳＯ３Ｈ で置換 

         ｎ 

 

              

 

ｎ    ＋ ｍ 

 

              

  －ＳＯ３Ｈ  
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◎ 陰イオン交換樹 

Ｈ  トリメチルアンモニウム基 

 

 

    

 

                       

 

陰イオンを交換できる。 

 

        ＋Ｎａ＋ Ｃｌ－             ＋ＯＨ－ Ｎａ＋ 
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使用済みのものでも、 

強酸・強塩基を通せば再生できます！ 
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➌ ゴム 
天然ゴム 

 イソプレン  付加重合  ポリイソプレン  

 

 ｎ            

  

 シス形。 

 

     

 

 

   

トランス形

 

 

 

              



72 
 

ラテックス

酢酸 ギ酸

イソプレン
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オマケ１ 

なぜトランス形だと固くなる？ 
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オマケ２ 

両側に Ｃ＝Ｃ を持っているので、  
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老化  Ｃ＝Ｃ  Ｃ－Ｃ  

           （酸素で酸化） 

        

加硫 

・Ｓ 数％ 架橋構造  

            

                   弾性が強くなる。 

                  弾性ゴム  

                

Ｓ 数１０％    エボナイト 

Ｓを入れすぎると、        

そもそも弾性がなくなる。    楽器のマウスピース。 
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合成ゴム 

ジエン化合物 イソプレンのようにＣ＝Ｃを２つ持つもの（はしっこに。） 

   付加重合  

  合成ゴム  

ｎ            付加重合 

 

Ｘ＝ＣＨ３ 

          Ｘ＝Ｈ  ブタジエンゴム 

        Ｘ＝Ｃｌ  クロロプレンゴム 

               

                 

共重合でつくるもの  ブタジエン ＋  

  ブタジエンと、他のものも混ぜて付加重合させる。 

◎ブタジエン＋スチレン 

 ＝スチレン・ブタジエンゴム             

                    

（ＳＢＲ）          

◎ブタジエン＋アクリロニトリル 

＝アクリロニトリル・ブタジエンゴム      

（ＮＢＲ）  
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ごちゃごちゃしてきたので！ まとめページ くどいようだが 

おぼえるヒントコーナー 

合成繊維 

縮合重合  

  ナイロン６６・アラミド繊維  アミド結合 

ポリエステル系の 

ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）  エステル結合 

  

ナイロン６６  

     Ｃ ６コ  

                       

ポリエステル系のポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ） 

   

 エステル結合                 

           

ＰＥＴ               

熱可塑性樹脂                  

ペットボトル                     
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付加重合 

アクリル繊維  

        

            

 －ＣＮ  

 ＫＣＮ

 －ＣＮ は、極性が強い 

 Ｃｌ（塩素）が入ると、強くなる！  

        

アクリロニトリル  ＋  塩化ビニル      防火カーテン 
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なぜか？   

 

Ｃ  

ハロゲンＣｌ

Ｃ－Ｃ結合 Ｃ－Ｃｌ結合

Ｆ  

Ｃ－Ｆ結合  

フッ素加工
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ビニロン 

 

              付加重合 

            

 ポリビニルアルコール  アセタール化

                      

                  ＯＨ  

                丈夫  

     

 

 

ポリエステル アクリル

レーヨン

アクリル
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プラスチック 

熱可塑性樹脂 

             

  

                

   付加重合 でできるもの。（アクリル繊維と同種。） 

  Ｘの種類によっていろいろなものができる。 

Ｘ＝Ｈ    ポリエチレン 

Ｘ＝     ポリスチレン 

Ｘ＝Ｃｌ   ポリ塩化ビニル 

         

        

Ｘ＝ＯＣＯＣＨ３ ポリ酢酸ビニル  

            

Ｘ＝ＣＨ３ ポリプロピレン  

                   

                    

                

 Ｘ＝ＣＯＯＣＨ３ メタクリル酸   

で、Ｈの１つを  メチル      

ＣＨ３にする             
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合成繊維  縮合重合  

ナイロン６６ ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）も、 

熱可塑性樹脂   

 

 

 

豆知識 

Ｃｌを入れると強くなる 
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         テフロン   

 

 

Ｃ-Ｆ Ｃ-Ｃ 

 フッ素樹脂  

 

  

 

 

 

 

 

 

F

F F

F
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熱硬化性樹脂 

ホルムアルデヒド  付加縮合 

 ＨＣＨＯ 

              

３種 

 ・フェノール樹脂（ベークライト） 

    ＨＣＨＯ  フェノール  付加 

フェノール  脱水縮合  

ＨＣＨＯ  付加      電気絶縁性 

           

アミノ樹脂 －ＮＨ２   

・尿素樹脂             名前に似合わず 

                  きれいな色に染まる 

                   

        

・メラミン樹脂 

              メラミンというと ！ 

               を思いうかべよう。 
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縮合重合 

   エステル結合 

アルキド樹脂  

   

 多価アルコール    多価カルボン酸    縮合重合 

（－ＯＨがたくさん） （－ＣＯＯＨがたくさん）  つまりエステル化 

・グリプタル樹脂  グリセリン ＋ フタル酸 

               

   

                          

    

ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）⇒Ｐ ポリエステル系

熱可塑性樹脂 グリプタル樹脂  

熱硬化性樹脂  

あまった手 架橋構造

 ＋   ＨＯ-ＣＨ２-ＣＨ２-ＯＨ 

 ＋ ２ｎＨ２Ｏ 

ＰＥＴは手があまらない 
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合成ゴム 

・ブタジエンゴム タイヤ

         

・クロロプレンゴム    Ｃｌ  

              Ｃｌ  

     Ｃｌがあると強くなる    

  コンベアーベルト  

 

     

   共重合  付加重合 

・スチレン・ブタジエンゴム（ＳＢＲ） ブタジエン＋スチレン 

 

         

                

・アクリロニトリル・ブタジエンゴム（ＮＢＲ） ブタジエン＋ 

                    アクリロニトリル 

            ＣＨ２＝ＣＨ-ＣＮ 

       

  －ＣＮ
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これからのプラスチック 

導電性高分子  

          

        ハロゲン  

半透膜     透析・ 海水の淡水化 

感光性高分子 凸版印刷 

 プリント配線 

光透過性高分子  めがねのレンズ 光ファイバー 

            

高吸水性高分子   紙おむつ 土壌保水剤 
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生分解性高分子    

           抜糸の必要がない手術糸 

           ゴミが残らないプラスチック 

     

  

エステル結合 縮合重合  

 

 

   

     縮合重合
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繊維     アミド結合   ナイロン６６  

                      アラミド繊維

縮合重合     －ＮＨ２ + －ＣＯＯＨ →        

    エステル結合  ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ） 

           －ＯＨ＋－ＣＯＯＨ→ 

            アクリル繊維   

付加重合          

    ビニロン        

              アセタール化        

     －ＯＨ －ＯＨ ホルムアルデヒド（ＨＣＨＯ）  

                        

 

樹脂 

熱可塑性樹脂  付加重合     

              

           

          ナイロン６６  ＰＥＴ

熱硬化性樹脂  付加縮合      フェノール樹脂 

             ホルムアルデヒド                 尿素樹脂 

             （ＨＣＨＯ）     アミノ樹脂      

             

 メラミン樹脂

      縮合重合   アルキド樹脂   グリプタル樹 

             

CV 
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合成繊維 

集合  戦意 ナイ ナイ 感情  

 雨戸  

       

見すてる ペットボトル  

      

不快 モビル  
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合成樹脂 

過疎 受信  

不快 銃 ビール  

降下 不可思議 テノール  

尿意 ムラ  

グリップ 集合住宅  
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合成高分子のまとめ 

よく出る

合成繊維 

 

                 

 
  特徴    用途 

       アミド結合 

        ナイロン６６ 

縮合重合   アラミド繊維  

エステル結合 

        ポリエチレン 

      テレフタラート 

       （ＰＥＴ） 

  ナイロン６は開環重合 

 

付加重合 

 

      アクリロニトリル 

          のポリ 

アクリル 

繊維 

 

      アクリロニトリル 

       ＋塩化ビニル 

 

 

炭素繊維（カーボンファイバ

ー） 

 

 

 酢酸ビニルのポリ 

  ビニロン   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセタール化

  よくでる 

 

 

 

 

 －ＣＮ

 

 Ｃｌ  
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合成樹脂 

      特徴       用途 

熱可塑性樹脂 

ビニル化合物 

 

の 付加重合 

ポリエチレン Ｘ＝Ｈ 

 

ポリスチレン Ｘ＝ 

 

ポリ塩化ビニルＸ＝Ｃｌ 

 （ＰＶＣ 塩ビ） 

 

ポリプロピレンＸ＝ＣＨ３ 

 

ポリ酢酸ビニル（ＰＶＡｃ） 

   Ｘ＝ＯＣＯＣＨ３ 

変則 

ポリメタクリル酸メチル 

   （ＰＭＭＡ） 

※ナイロン６６ 

 ポリエチレンテレフタ

ラート（ＰＥＴ）も。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃｌ  

 

 

  

 

 

        よくでる 

 

熱硬化性樹脂 

 ホルムアルデヒド（ＨＣ

ＨＯ）との 付加縮合 

   フェノール樹脂 

 

        尿素樹脂 

アミノ樹脂 

        メラミン 

樹脂 

多価－ＣＯＯＨと多価－

ＯＨの縮合重合 

アルキド樹脂      

グリプタル樹脂 
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ゴム 

    特徴    用途 

天然ゴム 

 イソプレンの 付加重合 

    イソプレンゴム 

      

     Ｓ 数１０％ 加硫 

 

   エボナイト 

合成ゴム 

 ジエン化合物 

 

 

   の 付加重合 

 

   ブタジエンゴム Ｘ＝Ｈ 

 

   クロロプレン」ゴム Ｘ＝Ｃｌ 

 

 

 

            

 ブタジエンとの 共重合 

   スチレン・ブタジエンゴム 

    

アクリロニトリル・ブタジエンゴム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｃｌ  

 

 

 

 

 

-ＣＮ
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教科書にないケド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



96 
 

オマケ   触媒の種類 

 

酸触媒 

Ｈ＋

Ｏ Ｃ
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ザイツェフの法則 

Ｈ Ｃ 

Ｈ  

 

                          多い 

                         

                         少ない 
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Ｈ＋ Ｈ  

Ｈ Ｈ＋  

 

 

 

 

 

濃硫酸  
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ＮａＯＨ 強塩基 けん化

ＮａＯＨ
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固体触媒 （不均一触媒） 
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触媒まとめ 

不均一触媒   

（固体触媒）  

        

        

酸化マンガン Ｈ２Ｏ２ Ｏ２

ＭｎＯ２    ２Ｈ２Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ ＋ Ｏ２ 

ＫＣｌＯ３  Ｏ２

        ２ＫＣｌＯ３ → ２ＫＣｌ ＋ ３Ｏ２ 

酸化鉄    ＮＨ３

Ｆｅ３Ｏ４    Ｎ２ ＋ ３Ｈ２ → ２ＮＨ３ 

                Ｆｅ３Ｏ４  

酸化バナジウム Ｈ２ＳＯ４

Ｖ２Ｏ５     ２ＳＯ２ ＋Ｏ２ → ２ＳＯ３ 

                  

    

            

                                 

     

                                

                                 

 

ｖ 

ｖ 

ｖ 
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白金      水素化触媒  

Ｐｔ        

  ＨＮＯ３ 

   ４ＮＨ３ ＋ ５Ｏ２   ４ＮＯ ＋ ６Ｈ２Ｏ 

             Ｐｔ     

 Ｈ  

        Ｐｔ  Ｎｉ 

           ３Ｈ２ 

 

                     Ｐｔ  Ｎｉ 

           ＋ Ｈ２ 

 

 

   

                  Ｈ Ｏ  

 

ニッケル     水素化触媒 

Ｎｉ 

 

                      Ｎi 

       ＋ ３Ｈ２            ＋ ２Ｈ２Ｏ 
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鉄   

Ｆｅ   Ｆｅ

   ３ Ｈ－Ｃ≡Ｃ－Ｈ    

 

    

               Ｆｅ 

        ＋ Ｃｌ２             ＋ ＨＣｌ 

 

塩化パラジウム   

ＰｄＣｌ２      

２      ＋ Ｏ２      ２ＣＨ３ＣＨ  

塩化銅        おぼえかた  （大阪のノリで） 

ＣｕＣｌ２     オリックスが優勝してビールかけしているところ  

       酒をとばすでー！  

 

     ええんか パラ  ええど～  
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均一触媒 

酸触媒 

リン酸   

Ｈ３ＰＯ４  

       ＣＨ２＝ＣＨ２ ＋ Ｈ２Ｏ → ＣＨ３ＣＨ２ＯＨ 

                （Ｃ２Ｈ５ＯＨ） 

                    

濃硫酸    

Ｈ２ＳＯ４ ＣＯ ＨＣＯＯＨ

        ＨＣＯＯＨ  → ＣＯ ＋ Ｈ２Ｏ 

     

 

       ＋                  ＋ Ｈ２Ｏ 

         Ｈ２Ｏ 

     

            

                         ＋ Ｈ２Ｏ 

        

          Ｈ２Ｏ    



105 
 

                Ｈ２ＳＯ４ 

  ＣＨ３ＣＯＯＨ ＋ＨＯＣ２Ｈ５   ＣＨ３ＣＯＯＣ２Ｈ５ ＋Ｈ２Ｏ 

             Ｈ２Ｏ 

   

                   

             Ｈ２ＳＯ４

    ＋                  ＋ ＣＨ３ＣＯＯＨ 

              

              

                   Ｈ２ＳＯ４ 

        ＋ Ｈ-Ｏ-ＣＨ３            ＋ Ｈ２Ｏ  

             Ｈ２Ｏ 

   

 

                 Ｈ２ＳＯ４ 

       ＋                ＋ＣＨ３ＣＯＯＨ 
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            Ｃ－ＯＨ         

                

          －ＯＨ

             

      Ｃ－ＯＨ  Ｃ－Ｏ－ＮＯ２  

     

-ＮＨ２

   

    

         ＋                ＋ Ｈ２Ｏ 

             Ｈ２Ｏ              

     

   

 

       ＋                ＋      
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          -ＮＯ２ Ｈ 

            －ＮＯ２

 

     ＋ ＨＯ-ＮＯ２               ＋ Ｈ２Ｏ 

              

  

              

        ＋ ３ＨＮＯ３ 
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○希 塩酸 ＨＣｌ 

 

○希 硫酸Ｈ２ＳＯ４  

ＣＨ３ＣＯＯＣ２Ｈ５ ＋Ｈ２Ｏ → ＣＨ３ＣＯＯＨ ＋Ｃ２Ｈ５ＯＨ 

 

特殊なもの 

酸化チタン   光触媒     

ＴｉＯ２                 

               

          

          

             

 

               

   

Ｆｅ３＋の水溶液    Ｈ２Ｏ２  

カタラーゼ       

           Ｈ２Ｏ２  
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ルミノール反応 

Ｈ２Ｏ２ Ｏ２ Ｏ２

Ｈ２Ｏ２

ＭｎＯ２
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オマケ 有機物の異性体の見つけ方    

○1  不飽和度を求める 

Ｃの数 単結合で鎖状に並べた場合、 

   Ｈ原子の最大数 

 ・ＣとＨしかない場合は 

   Ｈ原子の最大数 ＝ ２×（Ｃの数） ＋ ２ 

                      

 ・Ｎを含む場合は、Ｎの数だけ足す。 

                      

 ・Ｃｌなどハロゲンを含む場合は、ハロゲンの数だけ引く。 

                    

 ・Ｏを含む場合は、変わらない。 
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２ 

２ 

           Ｈ原子の最大数 － 今あるＨ原子数 

 不飽和度 ＝     

                    

例  

 

 

 

   

不飽和度＝ 

２×(Ｃの数)＋２＋(Ｎの数)－(ハロゲン数)－(今あるＨの数) 

  

                    

※ＣＨＯしかない場合、Ｈの数は必ず偶数です！ 
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不飽和度の式  おぼえかた 

西に   入浴している人いれば、行ってプラスになる 

２×Ｃ＋２  Ｎ                   ＋    

ような事を言い、ハロー、エッチしない？と言えばマイ 

        ハロゲン  Ｈ            － 

ナス。楽しみは２人でわける、そんな人に私はなりたい。 

         ２で割る 
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Ｃ＝６ Ｈ＝６ 

なので 

不飽和度４ 

Ｈ＝２×３＋２＝８ 

 

  Ｈ＝６ 

不飽和度 ０  

    １のとき １  

          ２ 

   ２のとき １  

          ２  

            ３ 

          ４ 

    ４のとき １  

 

          ２ 
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ここにつけても 

２ と左右対称 

なので同じ！ 

となるので 

４ と同じ！ 

○2  鎖状構造の炭素Ｃ骨格パターンをすべて書く 

 

例 Ｃ６なら 

 １ 

 

 

２                 ３ 

                               注 

 

 

４              ５ 

  

 

 

 

注 
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注 ここにきても 

１ と左右対称 

なので 同じ！ 

注 ここにきても構造的に同じ！ 

骨格が違う場合も 

考えます！ 

アルコール エーテル ケトン 

アルデヒド 

カルボン酸 
エステル 

アミノ基 
オルト 

ｏ－ 
メタ 

ｍ－ 
パラ 

ｐ－ 

も忘れずに！ 

○3  不飽和度に応じて、二重結合 や 官能基、 

環構造 をあてはめてみる。 

例 Ｃ４Ｈ８ で、不飽和度が 
２ ４＋２ ８

２
  ＝１ だから 

◎２重結合が１つ 

  １             ２              

 

  ３ 

                

   

 

◎環構造も忘れずに！ 

                      みのがしがち 

◎官能基 

 Ｏが１コなら                ベンゼン環     

                          があるなら、 

       ２コなら 

 

 Ｎがあれば  -NH2             

などを考える。※２価の場合もあるので注意！ 
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１ 

２ 

３ 

４ 

Ａ Ｘ 

Ｙ 

トランシーバー 

トランスフォーマー 

のトランス交換する。 

○4   幾何異性体や光学異性体（鏡像異性体）がな

いか気をつける。 

幾何異性体    

      

                   

       幾何異性体の存在条件は、 

          Ａ≠Ｂ かつ  Ｘ≠Ｙ 

                

                

                            

  

 シス。     

        トランス。    

光学異性体  

  

             Ｃ* 

Ｃ*＝不斉炭素原子があるとき      

Ｂ 
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Ａ 

Ｂ 

Ｘ 

Ｙ 

まとめ 

１  

  ２×（Ｃの数）＋２＋（Ｎの数）－（ハロゲン数）－（今あるＨの数） 

                ２ 

 

２ 

３ 

４ 
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これは、 

幾何異性体 

がある！ 

トランス 

シス 
４種類 

１種類 

ここにＯは 

入り込めない。 

これは不斉炭素原子 

だが、ここでは 

考えない。 

３種類 

例題 Ｃ３Ｈ６Ｏの異性体をすべてあげろ。（光学異性体は除く。） 

     不飽和度＝
２ ３＋２ ６

２
 ＝１                 

Ｏが１つなので 

アルコールなら⇒ 鎖状なら２重結合１つ。  

骨格はこれしかない！ Ｃ－Ｃ＝Ｃ にそれぞれ－ＯＨがつく。 

 

 

 

 

エーテルなら 

 

 

ケトンなら           アルデヒドなら 

       

                                 ここで不飽和度１を 

                           使うので、これしかない。 

   

 ここで不飽和度１を使うので、          １種類 
これしかない。 

  １種類        合計  １０種類      

*
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エーテル層 

水層 

オマケ  よくでるワード 

展性・延性     金がＮｏ．１ 

   展性

   延性

なぜ？ 

抽出 

分液ロート 

エーテル  

 

エーテル
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非共有電子対 

あまっている 

電子が 

あれば、 

あげる事ができる！ 

電子は 

もってないよ！ 

いいよ、 

２コ 

あるから！ 

アンモニウムイオン 

でも陽子の数が多いので 

＋になる 

オキソニウムイオン 

配位結合 

 

 

配位結合

 

 

 

 

オキソニウムイオン 

水和 

 

 

   水 

 

不対電子 
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オキソ酸 

Ｏ 配位結合  

 

ＯＨ－  ＮＨ３ 

配位子 配位結合

 

 

 

 

 

 

  


